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１　私は、産業ごとの廃業率などを調べる研究者です。東京地方裁判所は、持続

化給付金や家賃支援給付金について、給付しなくとも職業の選択や遂行を実質的に

禁止する効果をもたらすわけではないと述べています（12ページ）。しかしこれは明らか
に誤っています。

２　まず例年との比較ですが、性風俗関連特殊営業の撤退・廃業率は、令和２年ま

でのここ数年の届出数はほぼ横ばいで推移していました（警察庁「令和２年に

おける風俗営業等の現状と 風俗関係事犯の取締り状況等について」参照）。し

かし、令和３年は・・・

３　また、他産業との比較でも無視できない廃業率です。コロナ禍では想定より

も廃業率が下回りました（帝国データバンク資料）。これは政府の各種給付金

等により全業界が下支えされたためです。他方で性風俗関連特殊営業は・・・

４　以上のとおり、性風俗関連特殊営業は、他の産業と比較してコロナの影響を

強く受けました。他の業界では例年に比べて廃業が減りながら、性風俗関連特

殊営業のみ例年と傾向が異なり届出数も少なく、廃業数も多くなったのは、コ

ロナ禍で政府の給付金がなかったためです。コロナ禍のような未曾有の経済危

https://www.npa.go.jp/publications/statistics/safetylife/hoan/R3.fuzoku.toukei.pdf
https://www.npa.go.jp/publications/statistics/safetylife/hoan/R3.fuzoku.toukei.pdf
https://www.tdb.co.jp/report/watching/press/pdf/p220103.pdf


機においては、給付金がなければ実質的に職業の遂行を禁止する効果をもたら

すものでした。・・・・

以上


